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遠 山 貴 己
VPt3,CrPt3はフェリ磁性,MnPt3,CoPt3は強磁性,FePt3は反強磁性を示すO
これらの合金の磁性を議論するため,d電子の電子構造を自己無撞着タイ トバインディング法
で求める｡.その結果得られた局所磁気モーメント及び低温電子比熱係数の値は,VPt3を除き
実験値をよく再現する｡このときフェリ磁性はPt原子のdバンドと,ⅤまたはCr原子のd
バンド間の混成によって説明できる｡また,全エネルギーの計算からは,FePt3において反
強磁性状態が最も安定になることが示される｡得られた状態密度を用い,スピンゆらぎの効果
を考慮した帯磁率の温度変化の計算結果は,高温での実験とよく一致する.更に,擬二元系合
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